平成29年10月吉日
関係者各位
　　　　　　　　　　　　
全国遺伝子医療部門連絡会議

「第15回 全国遺伝子医療部門連絡会議」開催のお知らせ

　第15回全国遺伝子医療部門連絡会議を下記の日程で開催しますので，御連絡申しあげます．

　全国遺伝子医療部門連絡会議は遺伝子医療部門の存在する高度医療機関（特定機能病院等）等の代表者により構成され，わが国の遺伝子医療（遺伝学的検査，遺伝カウンセリング等）の充実・発展のために，平成15年から活動を開始し，各施設間の情報交換・意見交換等を行なって参りました．今まで（第１回〜第14回）の連絡会議の報告書はHP＜http://www.idenshiiryoubumon.org/＞に掲載されておりますので，是非ご覧いただきたいと存じます．

　本連絡会議は，2008年度に維持機関会員制度を発足させました．現在までのところ，80全ての大学病院（本院）を含む計115施設の遺伝子医療部門が維持機関会員として登録されています．

　本連絡会議は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に関する情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，遺伝学的検査等）の発展に寄与することを目的（会則第3条）としており，維持機関の構成員を正会員としています．正会員（維持機関の構成員）の方については，各施設の遺伝子医療部門で参加予定者をまとめて，事務局に一括して御連絡いただくことになっております．詳しくは各施設の遺伝子医療部門代表者にお尋ねください．

　また，維持機関会員施設の遺伝子医療部門に所属していない方でも，遺伝子医療の提供に関係しており，本連絡会議の趣旨に賛同していただける場合には，個人会員として連絡会議に参加することができます（ただし，総会を除く）．個人会員として御参加いただく場合には，事前登録（参加費5,000円）の必要がありますので，別紙申込書に必要事項を御記入の上，平成29年10月31日（火）までにメール添付またはFAXでお申し込みください．
　第15回全国遺伝子医療部門連絡会議は，平成29年11月18日（土）と19日（日）に神戸国際会議場（18日）およびラッセホール（19日）＜神戸市＞において, 戸田達史先生（東京大学）が大会長となって，開催されます．プログラムは別紙に示す通りです．多くの方々の御参加をお待ちしております．

記

「第15回 全国遺伝子医療部門連絡会議」


開催期日：　平成29年11月18日（土）16:30-20:00，19日（日）9：00-15：30


開催場所：　18日　神戸国際会議場（神戸市中央区港島中町6-9-1）

　　　　　　　　　　　19日　ラッセホール（神戸市中央区中山手通4-10-8）


プログラム：　別紙を御参照ください．


参加費：　5,000円

事前登録：　別添の返信用紙にて10月31日（火）までにご連絡ください.

連絡先： 全国遺伝子医療部門連絡会議事務局

〒102-8481　東京都千代田区麹町5-1　

弘済会館ビル　株式会社コングレ内

TEL：03-5216-5423，FAX：03-5216-5552

E-mail： idenshi-kaigi@congre.co.jp
返信用紙　　　　　　　　　　　　　　　申込期限：10月31日（火）
E-mail：idenshi-kaigi@congre.co.jp 　FAX: 03-5216-5552 宛　　　　　　　　

「第15回 全国遺伝子医療部門連絡会議」個人参加申込書

私は全国遺伝子医療部門連絡会議の趣旨に賛同し，第15回全国遺伝子医療部門連絡会議に個人会員として参加を申し込みます＊．

	（ふりがな）

氏　名
	　　
	資格

（お持ちの資格を○で囲んで下さい）
	臨床遺伝専門医・医師

看護師・助産師・保健師

臨床細胞遺伝学認定士

臨床検査技師

認定遺伝カウンセラー

その他（　　　　　　　　　　）

	勤務先　施設名

　　　　部局名

　

　　　　所在地

　　　　電話番号

　　　　FAX番号

　　　　E-mail
	〒

	職名および職種
	

	遺伝子医療との関わり


	

	　講演（18日）
	　　　参加　・　不参加

	参加を希望するワークショップの番号［プログラムをご覧になり，１)～6）のいずれかを御記入ください＊＊］
	

	　総合討論（19日）
	　　　参加　・　不参加


＊　事務局がこの個人参加申込書を受け取りましたら，理事会の承認を得た後，参加費のお支払いについてのお知らせを上記勤務先にお送りします．

＊＊　代表者ワークショップではプログラムに記載した６つの課題について各コーディネーターが中心となって検討し，解決のための提言案を作成します．個人会員の方も参加することができます．グループ分けは御希望に添えない場合があることを御了承願います．

　　　　
第15回　全国遺伝子医療部門連絡会議
主催校：
神戸大学
大会長：
戸田達史（東京大学）

開催期日：  2017年11月18日（土）～19日（日）

開催場所：  神戸国際会議場（18日）
＜http://kobe-cc.jp/kaigi/＞


　　　ラッセホール（19日）

＜https://www.lassehall.com＞
プログラム予定　（敬称略）

平成29年11月18日（土）： 神戸国際会議場
16:30-16:40 　　開会，来賓挨拶 



16:40-17:40
講演１：古庄知己（信州大学）



　　　　「ゲノム医療における人材育成（NGSDプロジェクト）とゲノム医療実装の取組」　

講演２：小崎健次郎（慶應大学），徳永勝士（東京大学），奥野恭史（京都大学）


　　　　「ゲノム医療の実装に資する臨床ゲノム情報統合データベースの整備と

　　　　　我が国の継続的なゲノム医療実施体制の構築」

17:50-18:40
特別講演１：佐々木昌弘（厚生労働省　健康局　がん・疾病対策課長）




　　「これからの遺伝医療・ゲノム医療政策」　



18:40-19:30　
特別講演２：薬師寺みちよ（参議院議員）


　

　　「遺伝医療・ゲノム医療政策:立法府の立場から」　


19:30-20:00
意見交換，閉会
平成29年11月19日（日）： ラッセホール

9:00-11:30　代表者ワークショップ（課題解決のための提言案の作成）
1)　改訂版コアカリにおける『遺伝医療・ゲノム医療』をどう教えるか



櫻井晃洋　（札幌医科大学）
2)　クリニカルシークエンスの実運用に向けた取り組み：ゲノム医療実装を目指して　　　　　　　　　
古庄知己　（信州大学）
3)　網羅的な遺伝学的検査（パネル検査や全エクソーム検査）における非医師医療職の役割
川目裕　　　（東北大学ToMMo）

4)　臨床における遺伝学的検査の統一ICフォーム
吉田雅幸（東京医科歯科大学）

5)　周産期領域の遺伝子医療の課題　
中村博昭（大阪市立総合医療センター）

6)　移行期医療（小児期医療から成人期医療へ）における遺伝子医療部門の役割　　



酒井規夫（大阪大学）
11:45-12:45　
主催校挨拶　藤澤正人（神戸大学附属病院　病院長）

　　　
総会（維持機関会員施設代表者会議）

13:00-15:30　
ワークショップのまとめ、総合討論（座長：福嶋義光，戸田達史）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（講演者・各ワークショップのコーディネーター）

15:30　閉会
